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【目的】八王子医療センター内分泌代謝科の糖尿
病患者における病診連携の現状について，紹介医
師に対するアンケート調査に基づいて検討した。
【方法】当センターに糖尿病患者を紹介して頂い
た医師28名，男25名，女3名，平均年齢＝49．4±
13，0歳，臨床経験：20，7±11，7年，開業の年数：
13，6士11，6年，勤務体系：開業21名，健康管理室
3名，病院勤務4名にアンケートをおこなった。
【結果】（1》入院を依頼する場合に困る事としては
「入院を勧めても患者さんが入院したがらない」
が13名と最も多く，次いで「近くに気軽に入院を
頼める病院がない」が12名，　「依頼した病院から
きちんとした返事がもらえないことが多い」が5
名，「入院させてもあまり結果が思わしくないこ
とが多い」が3名，　「依頼した病院から患者さん
が戻ってこないことが多い」が2名であった。②
当センターで作成したオリジナルの依頼状の必要
性については「是非使ってみたい」が14名，　「あ
れば便利かもしれない」が11名の回答であった。
（3腿院後のフォローの希望については「たとえ治
療方針が変わったにしても戻してほしい」と「イ
ンスリンに変更になった場合引き続きみてもらい
たい」が各8名，　「食事と運動療法のみでコント
ロールできない場合は引き続きみてもらいたい」
が2名であった。一方自己血糖測定が導入された
場合の希望としては，　「戻してほしい」が9名，
「引き続きみてもらいたい」が8名であったが，
特にインスリンや血糖自己測定が導入された場合
でも，比較的年齢が若く糖尿病を専門にしている
医師において，退院後も患者を戻してほしいとの
希望が多かった。（4腿院後の経過としては，紹介
医に戻られた方が10名，当センターで継続中の方
が9名みられたが，退院時の治療方針に応じて，
ほぼ紹介医の希望に合わせた転帰をとっていた。
【結治】入院時に紹介医より退院後の希望をあら
かじめきくことにより，糖尿病患者のよりスムー
ズで信頼関係の保たれた病診連携が可能である。
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　脳虚血時における脳内低エネルギー状態に
は低酸素、低血糖、アシドーシスの少なくと
も三つの要因が関与している。その中でもア
シドーシスの発現は脳虚血時の早期に生じる
ことが報告されている。さらに、脳神経細胞
の機能を維持するには、液性の調節が重要な
因子の一つとなることは知られている。本研
究はアシドーシス下での脳神経細胞およびダ
リア細胞におけるアミノ酸の取り込み、放出、
代謝機能の変動を検索し脳機能維持との関連
性について考究した。方法として、ラット培
養小脳穎粒細胞を用いて細胞外へ！0μMグル
タミン酸（Glu）を適用した時の細胞外なら
びに細胞内GluおよびGln量の経時的変動を
HPLC－ECD法で検索した。さらに、アシドー
シス状態はpH　6．9および6．6に調整したKrebs－
HEPES液で環境設定を行った。細胞外pHが
7．4画面（即ち正常状態）、細胞外Glu量の経
時的な減少と、Gln量の経時的な増量が観察
された。細胞内のGluおよびGln量は、緩やか
な減少が認めれらた。一方、アシドーシス状
態では正常時と同様な変動が細胞内外共に
GluおよびG㎞量のいずれにおいても認められ
たが、酸性化が進むに従って細胞外Gluの減
少と、Glnの増量は著明な抑制が認あられた。
細胞内アミノ酸の変動においてはGlu量は著
明に減少した反面、Gln量の著明な増量が観
察された。しかしながら、ダリア細胞内での
Gluの代謝酵素であるGln合成酵素の活性はア
シドーシス状態時においても著明な変動は観
察されなかった。以上の成績から、アシドー
シスにおいても脳虚血時に見られたと同様に
Gluの取り込み機構の低下とGlu放出充進が認
められた。さらに本研究において、アシドー
シスではダリア細胞からGln放出抑制の生じ
ることが明らかとなった。すなわち、ダリア
細胞におけるGlnの異常増量は脳機能障害の
一因となるものと思われる。
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